
  

 

『カラフル』 
森絵都/著 理論社 1998年 

 
「おめでとうございます、抽選に当たりました！」 

死んだはずの「ぼく」は天使を名乗る男の一言により、 
下界にいる人の体を借りて前世で犯した罪を思い出すこととなった。 
 
家族のこと、学校のこと、友達のこと、異性のこと、自分のこと……。 

「小林真」を取り巻く問題は形こそ違えど、誰もが一度は悩むことばかり。 
けれど悩むことは一人で苦悩することではないと「ぼく」は教えてくれます。 
深いテーマながらもストーリーは軽快に進むため読書初心者でも読みやすい一冊。 
何かに悩んで立ち止まってしまったらこの本を手に周りを見渡してみてください。 
きっと前よりも少しだけ、あなたの世界が色付いているはずです。 

ヤングアダルトコーナー担当：まーは  

 

 

 

   

 

             

  

 

N：もくほん！2013Spring いかがでしたでしょうか？  

今回は図書館をもっと活用するための方法として、本の分類について紹介しました～。 

M：この分類法は流山市の図書館はモチロン！学校や日本全国の図書館でも使われていますよ。 

N：これで図書館の使い方はバッチリ！友だちに教えたら「すごい！」って言われちゃうかも！ 

M：調べ物をカンペキにこなして新学期の注目を集めちゃいましょう！ 

N：先生にもほめられるかもですよね！他にもえーっと……きっと良いことづくめです！ 

M：紹介した以外にも、木の図書館にはたくさんの本がありますのでぜひ借りに来てくださいね。 

N：以上、YA 担当の N と M がお送りしました。次回のもくほん！もお楽しみに！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木の図書館スタッフが選ぶ 

読んでみて！この 1冊！！ 

  

 
ＹＡノートに載せられた 
みんなのオススメ本を紹介していくよ！ 
 
『ぼくらの七日間戦争』 宗田理/著 ポプラ社 2007年 
 
「ぼくら」は理不尽なことばかりを言う親や教師…大人たちに立ち向かう。

仲間と知恵を寄せ合って助け合い、成長していく爽快青春物語！ 
 

●オススメコメント● 
・読んでいくと、とてもおもしろくなっていきワクワクドキドキする！！ （ＰＮ：naru♡さん） 
・少年たちの友情がとてもいいです。 （ＰＮ：カラスさん） 
 
ＹＡノートへの書き込みまだまだ募集中！キミもノートに書き込んでみよう！ 
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